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だ液には、デンプンを、水にとけやすく体に
きゅうしゅう

吸収しや 

すい物（
とうぶん

糖分）に変えるはたらきがあるのさ。 

デンプンは、つばと混ざると何になるの 

 ご飯を口の中で長くかんでいると、少しあまく感じるようになります。ご飯の中

のデンプンが、だ液のはたらきで、糖分に変わったからです。デンプンは、そのま

までは水にとけないので、体内でその養分を吸収できません。そのため、だ液がデ

ンプンを、水にとけやすく養分が体に吸収されやすい、糖分に変えたのです。この

ようなはたらきを消化といい、だ液を消化液といいます。 

 じつは、だ液の中には、アミラーゼという
しょうかこうそ

消化酵素（体内で消化を助けるはたら

きをするもの）があり、これが体温ぐらいの温度でよくはたらいてデンプンを糖分

に変えるのです。デンプンとだ液をまぜて、
れいとうしつ

冷凍室に入れたり、ふっとうするぐら

い熱したりすると、消化酵素がはたらけないため、デンプンは変化しません。 

 

■だ液のデンプンに対するはたらきを調べる実験 

 うすいデンプンのりをつくって、だ液の 

はたらきを確かめてみましょう。 

 水のようにうすいデンプンのりを２本の 

試験管に分け、１本にだけだ液を加え、体 

温ぐらいの湯につけておきます。１０分後 

に取り出し、それぞれにヨウ素液を加えて 

みると、だ液を加えたほうは、色が変わり 

ません。つまり、デンプンのりが、デンプ 

ンでなくなっているのです。だ液を加えて 

いないほうは、青色になります。 
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